
行
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
中
で

の
積
算
の
根
拠
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。債

務
保
証
の
限
度
額
が
80
億
円

と
い
う
も
の
で
、
10
年
間
継
続
し
て

い
る
が
、
積
算
根
拠
は
特
に
明
確
な

も
の
は
な
い
。
昨
年
度
で
は
、
土
地

開
発
公
社
が
銀
行
か
ら
３
億
７
千
８

０
０
万
円
程
の
借
入
れ
を
し
、
市
が

債
務
保
証
を
し
て
い
る
。
80
億
円
の

限
度
額
は
確
か
に
大
き
い
が
、
こ
の

よ
う
な
形
で
設
定
し
て
い
る
。

歳
入
の
１
千
万
円
の
基
金
か
ら

の
繰
入
れ
は
、人
事
院
勧
告
に
よ
る
、

給
与
・
期
末
手
当
等
を
社
会
一
般
の

情
勢
に
適
応
し
た
金
額
へ
の
見
直
し

を
行
う
た
め
の
予
算
措
置
か
。

給
与
・
期
末
手
当
等
に
あ
て
る

予
算
措
置
で
あ
る
。

国
か
ら
の
補
助
金
は
入
っ
て
い

な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

補
助
金
は
入
っ
て
い
な
い
。

こんな審査がされました

２
人
が
弁
護
士
で
、
も
う
１
人

が
元
大
学
の
教
授
で
あ
る
。

ど
の
様
な
時
に
審
査
会
が
開
か

れ
る
の
か
。

情
報
を
開
示
で
き
る
か
で
き
な

い
か
市
で
は
判
断
で
き
な
い
と
き
に

審
査
会
が
開
か
れ
る
。

天
神
の
湯
の
使
用
料
は
、
当
初

予
算
で
１
３
８
８
万
６
千
円
を
計
上

し
、
９
月
補
正
で
６
９
４
万
４
千
円

の
減
額
、
さ
ら
に
今
回
の
12
月
補
正

で
６
９
４
万
２
千
円
を
減
額
す
る
こ

と
で
、
全
額
が
減
と
な
っ
た
。
当
初

予
算
で
は
歳
入
を
見
込
ん
で
お
り
、

市
の
判
断
の
な
か
で
方
針
転
換
が

あ
っ
た
た
め
の
結
果
、
一
日
も
開
館

せ
ず
に
全
額
を
減
額
す
る
こ
と
に

な
っ
た
、と
言
う
理
解
で
よ
い
の
か
。

当
初
予
算
で
は
、
天
神
の
湯
を

開
館
し
て
可
能
な
限
り
歳
入
を
見
込

ん
で
計
上
し
た
。
し
か
し
、
天
神
の

湯
の
営
業
は
、
令
和
２
年
12
月
27
日

が
最
後
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
で
休
止
を

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
再
開
に
向
け

て
点
検
、
修
繕
を
実
地
し
て
き
た

が
、
更
な
る
修
繕
の
見
積
り
が
発
生

し
、
８
月
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
会
議
や
個
別
施
設
計
画
に
よ

る
、
第
１
期
中
に
検
討
を
し
て
、
第

２
期
で
廃
止
を
す
る
計
画
を
、
前
倒

し
で
廃
止
を
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

議
論
と
な
り
、
９
月
に
政
策
会
議
を

行
い
、
10
月
に
廃
止
す
る
方
向
で
庁

議
に
か
け
た
。

庁
舎
総
合
管
理
業
務
委
託
料
の

減
額
は
、
入
札
に
よ
る
執
行
残
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
入
札
の
状

況
で
あ
っ
た
の
か
。

11
者
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を

行
い
落
札
率
は
89
・
８
％
と
な
り
、
執

行
残
４
１
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

繰
越
明
許
費
の
電
気
自
動
車
急

速
充
電
器
更
新
事
業
が
、
来
年
度
に

は
執
行
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
の
か
。

こ
の
事
業
は
、
補
助
金
を
利
用

し
て
工
事
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
来
年
度
当
初
に
は
早
々
に
設
計

を
組
み
直
し
、
工
事
に
着
手
で
き
る

よ
う
入
札
関
係
等
も
進
め
て
行
く
。

幸
手
市
土
地
開
発
公
社
が
借
入

れ
す
る
事
業
資
金
80
億
円
と
い
う
限

度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
現

在
、
土
地
開
発
公
社
は
先
行
取
得
も

国
の
個
人
情
報
保
護
法
が
変
わ

り
、
市
や
団
体
も
国
の
法
律
に
従
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
条
例
で
は
な

く
、
国
の
法
律
で
準
用
す
る
と
い
う
も

の
だ
が
、
幸
手
市
が
適
用
す
る
個
人
情

報
の
数
は
ど
の
く
ら
い
有
る
の
か
。

幸
手
市
で
は
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

を
作
成
し
て
管
理
す
る
。
例
え
ば
住
民

基
本
台
帳
の
事
務
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
個
人
情
報
が
含
ま

れ
て
い
る
か
。
と
言
う
情
報
を
フ
ァ
イ

ル
化
し
て
提
示
す
る
も
の
で
、そ
の
フ
ァ

イ
ル
件
数
は
、
２
８
６
件
あ
る
。

条
例
の
施
行
は
４
月
だ
が
審
査

員
の
選
任
は
で
き
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
審
査
会
の
委
員
に

継
続
し
て
や
っ
て
も
ら
う
。

審
査
員
の
詳
細
は
。

幸
手
市
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

 
︵
議
案
第
59
号
︶

幸
手
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
条
例

 

︵
議
案
第
60
号
︶

総
務
常
任
委
員
会

問問問

問問

問問問

問問

答答

答答 答

答答

答答答
令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算︵
第
９
号
︶

 

︵
議
案
第
72
号
︶

令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算︵
第
８
号
︶

 

︵
議
案
第
64
号
︶

（5） 〔市議会だよりさって〕No.105



健
康
増
進
課
で
は
感
染
者
対
応

と
し
て
自
宅
療
養
支
援
な
ど
に
時
間

外
勤
務
手
当
を
費
や
し
、
今
後
、
通

常
の
健
康
増
進
課
職
員
の
時
間
外
勤

務
手
当
が
足
り
な
く
な
る
こ
と
か
ら

補
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ

る
。

消
防
費
の
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
改
修
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響
は
。

J
ア
ラ
ー
ト
に
国
が
流
す
基
準

が
地
震
動
だ
け
で
な
く
、
長
周
期
地

震
動
に
つ
い
て
も
追
加
さ
れ
る
。
そ

の
受
信
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
で

あ
り
、
市
民
へ
の
影
響
は
な
い
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
金

３
７
０
０
万
円
の
減
額
理
由
は
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
11
本
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
が
、
上
半
期
の
執
行
状
況
を
試

算
し
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
及
び
特
定
入
所
者
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
財
源
に

振
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
あ
る
。

ハ
ッ
ピ
ー
・
ス
マ
イ
（
米
）
ル
引

換
券
作
成
業
務
委
託
料
の
内
容
、
今

ま
で
引
き
換
え
実
績
は
。

来
年
度

の
引
換
券
を

作
成
す
る
費

用
で
あ
る
。

１
枚
当
た
り

５
キ
ロ
の
米

を
10
月
は

２
０
２
２
袋

分
、
11
月
は

１
４
６
２
袋

分
引
き
換
え
た
。
大
き
な
問
題
点
な

く
順
調
に
開
始
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。保

育
所
費
の
病
児
保
育
事
業
負

担
金
17
万
円
の
増
額
理
由
は
。

杉
戸
町
の
医
療
施
設
に
お
願
い

し
て
い
る
病
児
保
育
の
受
け
入
れ
人

数
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
当
初
の
見

込
み
よ
り
50
人
程
度
減
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。
利
用
者
数
に
応
じ
て
交

付
さ
れ
る
国
の
補
助
も
減
額
が
想
定

さ
れ
、
杉
戸
町
と
協
議
し
運
営
費
を

保
証
し
た
上
で
国
の
補
助
が
減
額
と

な
る
分
を
補
て
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。

衛
生
費
の
時
間
外
勤
務
手
当

１
０
０
万
円
の
増
額
理
由
は
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
へ
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
の
詳
細
は
。

児
童
館
に
設
置
し
て
い
る
児
童
ク

ラ
ブ
の
敷
地
に
休
館
時
に
ご
み
投
棄
や

犬
を
入
れ
た
よ
う
な
形
跡
が
あ
り
。
警

察
と
協
議
し
、
防
犯
・
侵
入
抑
止
の
観

点
か
ら
敷
地
内
に
４
台
を
設
置
す
る
。

敬
老
会
の
中
止
で
記
念
品
費
の

減
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
記
念

品
に
代
わ
る
お
祝
い
の
方
法
は
な
い

の
か
。

　

敬
老
会
の
記
念
品
配
布
は
共
催

す
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
十
分
に

検
討
し
中
止
と
し
た
。
ま
た
、
出
席

希
望
者
が
全
体
の
約
10
％
で
出
席
率

が
低
く
、
敬
老
会
の
在
り
方
を
見
直

す
時
期
と
考
え
て
い
る
。
記
念
品
に

つ
い
て
も
、改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

天
神
の
湯
の
回
数
券
払
戻
し
で

対
象
と
す
る
回
は
何
年
分
か
ら
か
。

天
神
の
湯
が
オ
ー
プ
ン
し
た
平

成
17
年
４
月
以
降
に
販
売
し
た
も
の

す
べ
て
が
払
戻
し
の
対
象
で
あ
る
。

こんな審査がされました

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

  

入
学
準
備
金
貸
付
金
の
債
権
を

放
棄
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

貸
付
の
申
請
を
受
け
た
後
、
返

済
が
始
ま
る
前
に
、
借
受
人
の
債
務

の
免
責
許
可
が
決
定
し
た
旨
、
借
受

人
の
弁
護
士
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
３
回
の
返
済
が
あ
っ
た
が

返
済
が
滞
る
よ
う
に
な
り
、
調
査
の

結
果
、
連
帯
保
証
人
が
平
成
30
年
に

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認
。
残
り

10
万
円
の
債
権
を
放
棄
す
る
に
至
っ

た
。

連
帯
保
証
人
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、
新
た
な
保
証
人
を
つ
け
る
仕
組

み
は
な
い
の
か
。

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
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損
害
賠
償
事
案
に
対
す
る
水
道

部
の
対
応
、
事
務
手
続
き
が
今
回
、

適
切
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
が
、
損

害
賠
償
に
対
す
る
今
後
の
市
の
対
応

方
法
に
つい
て
は
。

そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に
対
し
て
、
法

規
法
令
を
確
認
し
て
、判
断
し
て
ゆ
く
。

　

な
お
、今
後
、損
害
賠
償
事
案
が
発

生
し
た
際
の
対
応
基
準
等
に
つ
い
て
、

要
綱
や
規
程
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
、と
の
答
弁
が
併
せ

て
な
さ
れ
た
。

令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算︵
第
８
号
︶

︵
議
案
第
64
号
︶

市
と
契
約
し
て
い
る
保
険
会
社
に
、

相
手
方
か
ら
預
か
っ
た
書
類
等
を
提

出
し
た
。
内
部
で
の
協
議
を
重
ね
、

本
件
は
幸
手
市
水
道
給
水
条
例
第
14

条
第
３
項
に
該
当
し
な
い
と
い
う
結
論

に
至
り
、
国
家
賠
償
法
第
２
条
の
規

程
を
準
用
し
、
損
害
賠
償
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

多
面
的
機
能
支
援
事
業
補
助
金

の
減
額
理
由
は
。

減
額
理
由
は
、
ま
ず
、
戸
島
地

区
に
事
業
予
定
を
し
て
い
た
組
織
が

事
業
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
２
点

目
が
令
和
４
年
度
か
ら
新
規
で
活
動

を
始
め
る
組
織
に
つ
い
て
、
活
動
面
積

が
確
定
し
た
こ
と
。
そ
し
て
、
３
点

目
に
現
在
、
継
続
で
活
動
し
て
い
る

組
織
の
長
寿
命
化
に
係
る
事
業
の
補

助
金
額
が
減
額
で
確
定
し
た
こ
と
に

よ
る
。指

定
管
理
者
光
熱
費
高
騰
対
策

支
援
金
の
増
額
内
容
は
。

昨
今
の
電
気
料
金
の
高
騰
に

合
わ
せ
ま
し
て
指
定
管
理
者
に
対
し

こんな審査がされました

建
設
経
済
常
任
委
員
会

  

今
回
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
故

が
発
生
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
と
損

害
賠
償
額
の
決
定
に
至
る
経
緯
の
内

容
は
。

   

今
回
の
事
故
は
、
８
月
25
日
に

東
５
丁
目
地
内
に
お
い
て
、
経
年
劣

化
し
た
１
５
０
ミ
リ
の
水
道
管
が
破
損

し
て
し
ま
い
、
そ
の
こ
と
が
原
因
で
管

内
の
水
の
流
れ
や
流
速
が
変
化
し
て

し
ま
っ
た
た
め
、
濁
り
水
が
生
じ
た
。

破
損
に
よ
り
濁
り
が
生
じ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
暇
疵
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
条
例
、
法
規
等

を
確
認
し
て
、
損
害
賠
償
の
義
務
を

負
う
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

事
故
発
生
か
ら
の
対
応
と
し
て
は
、

８
月
25
日
に
相
手
方
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、相
手
方
の
都
合
等
か
ら
、

お
会
い
で
き
た
の
は
、
事
故
発
生
か
ら

１
週
間
後
の
９
月
１
日
と
な
り
そ
の

際
に
写
真
等
、
事
故
が
確
認
で
き
る

書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
。
相
手

方
か
ら
の
修
理
請
求
依
頼
を
受
け
、

損
害
賠
償
の
額
を
決
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
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答

答答答

て
、
光
熱
水
費
高
騰
分
に
対
す
る
支

援
と
い
う
こ
と
で
補
助
金
を
支
出
す

る
も
の
で
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
課
で
所
管
し
て
い
る
幸
手
総

合
公
園
ほ
か
６
公
園
に
対
し
て
の
指

定
管
理
と
平
須
賀
南
公
園
ほ
か
４
公

園
に
対
す
る
指
定
管
理
の
２
つ
の
指

定
管
理
業
務
に
対
し
て
の
補
助
金
で

あ
る
。
幸
手
総
合
公
園
ほ
か
６
公
園

に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
課
と
社
会

教
育
課
、
２
課
に
わ
た
っ
て
予
算
措

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
按
分
を
し
て
い

る
、
総
額
で
86
万
円
、
そ
の
う
ち
、

13
万
５
千
円
が
都
市
計
画
課
分
と
し

て
予
算
計
上
し
て
い
る
。
平
須
賀
南

公
園
ほ
か
４
公
園
に
つ
い
て
は
、
22
万

円
の
内
訳
と
な
って
い
る
。

（7） 〔市議会だよりさって〕No.105




